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 RI2740 地 区 2010

～2011年度地区大

会が11月5日（金）～

7日（日）にわたり、

有田町炎の博記念

堂をメイン会場に

開催されました。当

クラブよりパパく

ん、窪田くんを含め

29名登録し、うち23

名が参加しました。 

 11月5日、嬉野大正屋で行われたRI会長代理ご夫妻歓

迎晩餐会には、当クラブより宮原会長ご夫妻が出席され

ました。 

 11月6日、有田ポーセリングパークで行われた会長･幹

事会後に10:30より地区大会参加者20名での昼食会を

『日本料理 保名』にて開催、小西・桟・宮﨑会員には場

をたいへん盛り上げて頂き、誠にありがとうございまし

た。 

 さて、12:30の開会点鐘に始まった本会議第1部では、

中川可能作RI会長代理より次のようなメッセージがあ

りました。 

①ご本人自身、昨年度2610地区(石川･富山県)ガバナーを 

 経験され、初めてのRI会長代理であり、日本の磁器発 

 祥の地であるばかりでなく、日本人初のロータリアン 

 福島喜三次氏生誕の地である有田に派遣されたこと 

 は非常に感慨深い。 

②レイ・クリギンスミスRI会長が打ち出した新制度ロー 

 タリーコディネーター補佐として、クラブのサポート 

 と強化、人道的奉仕の重点化と増加、公共ｲﾒｰｼﾞと認知 

 度の向上を三本柱として活動を推進している。 

 次に、本会議第2部にて行われたクラブ表彰では、ロー 

タリー財団部門一人当たり及び寄付額にて地区内第1 

位のＷ栄冠を、宮原会長及び松尾前年度国際奉仕委員 

長が壇上にて受賞、また、会員増強部門RI会長賞とし 

て当クラブ宮﨑直前会長の名前が、例会25年連続出席者

としてﾞ二ノ宮会員の名前が地区大会プログラムに記載

されております。 

 尚、本会議第2部と平行して行われた『青少年の集い』

の報告を渡会会員に、また、本会議後に行われた『第14

代酒井田柿右衛門氏記念講演会』の報告を、村瀬会員代

理を急遽務めることとなった森会員 (昨年度も草野仁氏

の記念講演会報告をされました･･･)、また大会記念演奏

会並びに記念懇親会の報告を宮﨑直前会長よりお願い

致します。 

 最後になりますが、次年度地区大会は平成24年4月20

日(金)･21日(土)に長崎北東RC主管により、長崎ブリック

ホール・ホテルニュー長崎を会場に開催されます。 

 1年半後のことではありますが、皆様の多数のご出席

をお願い致しまして、地区大会報告と致します。 

 

地区大会記念講演「有田の伝統を語る」 

森 豊 会員 

 14代酒井田柿右衛門は重要無形文化財保持者（人間国

宝）に認定されているのだが、その前に重要無形文化財

保持団体代表でもあるのだ。 

 このことは柿右衛門個人が重要無形文化財保持者で

あるのではなく、ろくろを回す人、絵付けをする人など

多くの職人がその役割分担を柿右衛門の意を汲み黙々

として作り上げていき柿右衛門の器が出来上がってい

く。重要無形文化財保持団体代表の意味が理解されれば

有田焼の伝統の意味が理解されてくるのだろう。 

 豊臣秀吉の朝鮮出兵がなければ今の有田焼はない。両

国にとっては負の考えしか考えられないが有田にとっ

ては多くの陶工が日本に連れてこられ、有田泉山の石を

見つけ今の有田焼を考えれば正の考えと言える。 

その当時の登り窯から柿右衛門の器が出土し見ると泉

山の石の素顔が磁器の地肌に見えてくるのだそうだ。江

戸時代の職人の魅力。ものづくりに対する取り組み方。

ゆったりとした仕事ぶり。職人そのものがつくり出され

ている。当時の有田に戻りたいと柿右衛門は述懐する。 
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 【本 日】会員数48名     出席 31名        欠    席  5名      ビ ジ ター  1名     出 席 率  86.11％ 

 【前々回】会員数47名     出席 29名        メークアップ  6名      出席規定除外  12名     修正出席率  100.00％ 

 

Weekly Report 
DISTRICT 2740 SASEBO NORTH ROTARY CLUB  

 【本 日】会員数45名 出席 28名 欠      席 8名  出席規定免除会員（ 9）出席 9名  ビジター 0名 出 席 率   82.22％ 

 【前々回】会員数45名 出席 34名  メークアップ  2名  出席規定免除会員（ 9）出席 7名         修正出席率  100.00％ 

ロータリーのこころを地域に広めよう 



交換留学生が母国オーストラリアの紹介をされていま

した。みなさん流暢に日本語を話されているのには驚き

ましたが、中島会員にお聞きしたところ、米山記念奨学

生は日本語の読み書き・会話ができることが条件という

ことでしたので、納得したところです。 

 我らが佐世保北ＲＣのパパくんによる出身国ガボン

の紹介も行われました。会場の皆さんは、なじみの薄い

ガボンの紹介に聞き入っていたようです。（来年2月に佐

世保北ＲＣでパパくんの卓話が行われるそうですので、

詳細は割愛します。2月を楽しみにしておきましょう！）  

 次いで、インターアクトクラブ、ローターアクトクラ

ブ、国際青少年交換、米山記念奨学生により、活動報告

が行われました。皆さん緊張していたようですが、内容

を工夫して考え、報告していました。 

印象に残ったところでは、中国からの留学生の報告で、

米山記念奨学生になる前の留学１年間は、学業とバイト

に奔走するたいへんな日常で毎日が睡眠不足だったの

が、米山記念奨学生になったことでそれから解放された

（学業に専心できるようになった）との趣旨の報告があ

りました。 

 最後に、5つのアトラクションが披露されました。（空

手、日本歌謡、ベトナム歌謡、インド舞踊、日本舞踊。

空手以外は、すべて留学生の方の演技です！） 

 それぞれが趣向こらした内容で、場を盛り上げていま

した。オーストラリアからの留学高校生は、日本舞踊を

披露し、文化交流に励む姿が印象的でした。 

 このように、終始、若い力と国際色豊かな雰囲気に包

まれた集会で、盛況のうちに閉会となりました。 

 

 

  

《会長挨拶》 

宮原明夫 会長   

 尖閣列島のビデオ流出事件、ロッテの逆転日本一など

色々なことがあった終末、皆さんいかがお過ごしでした

か。 

 私は、2週間越しの風邪がようやく治りかけています

が、まだ喉の調子が本調子ではありません。今日は例会

終了後、ＫＫＣの定例会がありますが声が出るか心配で

す。風邪だけでなくインフルエンザのニュースもぼちぼ

ち増えてきました。みなさん予防接種は早めに打って十

分に注意しましょう。 

 先週末には富田会員のお母様がお亡くなりになりま

した。丁度、地区大会の日で、お参りに行けませんでし

たが、心よりお悔やみ申し上げます。悲しい知らせばか

りでなく、先週は村瀬会員のお父様、佐世保東ＲＣの村

瀬公一郎様が秋の叙勲で旭日双光章を受章されました。

おめでとうございました。 

 さて、先週末は地区大会が高原ガバナーの地元、有田

にて開催されました。当クラブからも20数名の方が参加

されましたが、参加の皆様、大変お疲れ様でした。詳し

い報告は、この後のクラブ協議会で行いますが、峯幹事

どうぞ宜しくお願いいたします。 

 地区大会は11月6日（土）の午後からでしたが、午前中

は会長幹事会があり、前日の金曜日の夜は、中川可能作

ＲＩ会長代理（金沢香林坊ＲＣ）の歓迎晩餐会が嬉野の

大正屋で開かれ、妻を連れて参加して参りました。中川

天草の石は使い勝手が良い。泉山の石は難しい石である

ので、もし天草の石に変えていたら今の有田の繁栄はな

かったかも知れない。 

 天草の石を使っていたらきれいな器は出来るだろう

が、素顔の美しい日本人独特の美意識のもとの器は出来

ない。きれいと美しいの違いに有田焼が存在する。 

柿右衛門の独特の赤は鉄粉から作られるが緑青のふい

た鉄など時代が経ったものが良いが日本全国を回り探

しているがなかなか良いものが見つからない。 

多くの職人のもと柿右衛門の器を作る中で20年30年と

同じ作業を繰り返すのだが、手先の器用な職人の作った

物は同じところが何度やっても壊れる。不器用な人の作

る物は壊れない。 

 手先の器用な人は習う前に慣れてしまうので柿右衛

門窯の仕事には合わない。 

張り詰めた空間と呼吸する息さえ聞こえない静寂の中、

厳しい修行の中で立派な職人が育っていく。戻るべきは

江戸時代の職人の気質なのだ。 

 柿右衛門の作る器の白は真っ白の白ではなく若干青

みがかった白で「にごしで」と言われる技法であるが、

これは現１４代柿右衛門が復活させたのだが、これも泉

山の石とイス灰にこだわり続けた結果のように感じら

れた。 

 柿右衛門の作品は白の余白部分が多いのであるが、こ

れは余白を作るという先代から教えである。広々とした

作風は柿右衛門の特徴である。 

商業主義に奢るのではなく、江戸時代の職人の気質を感

じ取るような美しい器を作り続けることが15代16代へ

と続く有田焼になるのだと14代柿右衛門が言いたかっ

たのだ。 

 

第2740地区「青少年の集い」報告 

渡会祐二 会員 

 平成22年11月6日14時30分から17時30分まで3時間に

わたって、焱の博記念堂2階で開催されました。会場は、

インターアクター（高校生）、ローターアクター（18歳

から30歳）、留学生で埋まり、会場は若いパワーと情熱

に満ちていたように思います。 

集会の休憩時間には、会場内外で留学生同士、あるいは

日本人と留学生がコミュニケーションをとっている場

面が見られました。集会の副題に「大陸をつなぐ」とい

うタイトルがありましたが、その名のとおり、本集会が、

「大陸をつなぐ」（横のつながりを広げる）機会になっ

ていたようです。 

 まず、最初に各インターアクトクラブ、ローターアク

トクラブ、国際青少年交換参加者、米山記念奨学生の紹

介が行われました。私は、本集会に初めて参加しました

が、いろいろな国の方が参加されていることや、各国の

民族衣装をまとって参加されている様子を見て、国際色

豊かなことに驚くとともに深い興味を覚えました。 

 資料によりますと、第2740地区にはインターアクトク

ラブが22クラブ（佐賀8、長崎14）、ローターアクトクラ

ブは10クラブ（佐賀3、長崎7）、国際青少年交換は9人（5

名が派遣、4名が来日）、米山記念奨学生は14名というこ

とです。 

 次に、各国の留学生5名による出身国の紹介が行われ

ました。佐世保のクラブに縁の方では、佐世保南ＲＣの



３．伝達事項 

①11/9（火）は恒例のはなみずき会が「九州の小京都 秋 

 月」にて開催されます。 

②11/10（水）18：30より「花のれん」にて第5回市内Ｒ 

 Ｃ会長・幹事会が開催されます。 

③次回11/15（月）例会は委員会卓話「ロータリー財団に 

 ついて」です。（今月はロータリー財団月間です。） 

 ロータリー財団委員会の方よろしくお願い致します。 

 

 

《委員会報告》 

 

 緒方信行 国際奉仕委員長 

本日、例会終了後第四回委員会を「うさぎ」で開催致し

ます。 

 

《ロータリー３分間情報》 

西川正美 ロータリー情報委員 

2010年 手続要覧について 

 2010年4月に国際ロータリー2010年規定審議会が開催

されましたこのことによって、佐世保北ロータリー定

款・細則も改正されます。      

 現在当クラブも定款細則を変更中ですが11月29日の

年次総会のときに新しい細則を皆さんに届けます。    

その中で主な点を紹介します。  

①ここ1，2年新世代部門はもうけてありませんでした 

 が、いままでの四大奉仕であったのが新世代部門が出 

 来て、五大奉仕部門となる。 

 

②理事及び役員の増加 

 現在、直前会長は理事・役員には加わっていませんが 

 直前会長も役員とする。それによって、理事会の議決 

 次第ですが、現在の理事会の構成員数が増加する。 

 

③出席についての変更がありました。 

 ア）出席免除の期間を最長12ヶ月とする。    

 イ）出席免除の要件が年齢65歳以上＋ロータリー在籍 

   年数と併せて85歳とする。 

（今までは年齢関係なしに年齢と在籍年数を合わせて 

 85年でよかった。） 

 

 

《ＲＩニュース》     

英語版「手続要覧」が入手可能に   

 

 2010年の「手続要覧」（英語版）が、ダウンロードで

きるようになりました。この改訂された要覧は、2010年

規定審議会と理事会で採択された変更事項を反映した

ものとなります。   

 方針や手続をまとめた手続要覧には、RI組織規定文書

や、推奨ロータリー・クラブ細則やロータリー財団細則

といった法的な文書が収められています。  

手続要覧は3年ごとに発行され、各ロータリー・クラブと

RIの役員に一部ずつ、無料で送付されます。   

 日本語に翻訳された要覧は1月に発行される予定と

なっており、入手可能となった時点で日本のクラブに送

付されることになります。 

会長代理のご挨拶は尖閣列島の話が中心でしたが、ご出

身の石川県は九谷焼が有名で、有田とは陶磁器つながり

で、そういった紹介も主催者の方からありました。嬉野

の芸者さんが多数参加（嬉野には芸者さんが40人位いる

そうです）、華やかな踊りの他、晩餐会の最後は韓国の

オペラデュエットによるショーがありました。なぜわざ

わざ韓国からと思っていましたが、有田は韓国と縁があ

り、ご存知のように、17世紀初めの豊臣秀吉の朝鮮出兵

の際、多くの陶工が朝鮮から日本に拉致されましたが、

有田も鍋島藩主が連れて帰った陶工のひとり、李参平

（イ・サムビョン）が泉山に白磁鉱を発見、天狗谷窯を

開いたのが日本の白磁の始まりで、有田焼の祖として尊

敬されており、韓国との縁は深いとのことでした。記念

講演会の14代酒井田柿右衛門さんの対談も興味深いも

のでしたが、その内容はこの後の地区大会報告で出ると

思いますので、皆さん有田焼の奥を深めましょう。 

 

 

大会記念演奏会・記念懇親会について 
宮﨑有恒 会員 

 約一時間の有田工業高校吹奏楽部の演奏は、大変バラ

エティに富んだ演奏でロータリアンを楽しませてくれ

ました。まずは吹奏部女性団員の民謡に始まり、紋付袴

姿の校長先生の三味線も加わりロータリアンの聴衆に

ふさわしく「スーパー演歌ヒットメドレー」等の軽音楽

で、我々の気持をひきこみ最後は立ちあがっての拍手

で、アンコールまであり大変盛り上がりました。 
 懇親会での料理は、地元有田の料理店大集合の雰囲気

で各店競い合うようにおいしい料理満載で、いままで出

席した地区大会・懇親会料理ナンバーワンのおいしさで

大当たりでした。磁器発祥の地・有田の歴史に伝統、お

そるべしと思いました。 
 残念なのは懇親会で北クラブ会員は宮原会長はじめ

四人しかいなく、出席義務である三年未満の会員ゼロ

だったことです。年に一度の大会です。今後も地区行事

があります、時間を作って最後まで参加してもらいたい

ものです。 
 
 

《幹事報告》           

峯 徳秀 幹事 

１．例会変更 

・伊万里ＲＣ 

 11月10日（水）12：30→18：30～ 

  伊万里玉屋（夜の例会のため） 

 12月8日（水）18：00～ 割烹 山平（忘年会例会） 

 12月29日（水）休会（定款第6条第1節により） 

 

２．来 信 

・財）米山記念奨学会 

 功労クラブ表彰について 

 

・ロータリーの友事務所 

 「ロータリーの友」誌購読部数についてのお願い 

 

・2009～2010年度 ガバナー事務所 

 ガバナー月信 総集編 



《ニコニコＢＯＸ》     

村瀬高広 親睦活動委員 
 
 宮原明夫 会長 古賀新二 副会長 峯 徳秀 幹事 
有田での地区大会にご参加の皆様、大変お疲れ様でし

た。とりわけ窪田事務局員におかれましては、松尾・桟・

熊井3会員を自家用車での送迎までして面倒を見て頂

き、誠にありがとうございました。また、本日、地区大

会報告をして頂く宮﨑直前会長・森・渡会両会員、よろ

しくお願い致します。 

 

 桟  護君 

年次大会へ参加の皆さんお疲れ様でした。宮原会長・峯

幹事にはご馳走まで頂き渡会さん、森さんのご報告ご苦

労さまです。窪田さん、車に便乗させて頂き恐縮です。

ありがとうございました。 

 

 小西宗十君 

地区大会出席の皆さま、大変お疲れ様でした。渡会会員、

車で送っていただきありがとうございました。会長・幹

事、昼食会ご馳走さま。 

 

 二ノ宮 健君 

地区大会に御参加の皆様、御苦労様でした。私は突然の

来客で、土曜日には参加できずに残念でしたが、ラッ

キーにも今回25年連続出席の表彰を頂き、自分の健康に

感謝しています。 

 

 西川正美君 

地区大会に参加の皆様お疲れ様でした。宮原会長、峯幹

事、ご馳走様でした。発表をされる、渡会会員、森会員、

頑張って早く終わってＫＫＣに行きましょう。 

 

 豊島揆一君 田平 孝君 村瀬高広君 吉澤俊介君 

 須田 昇君 緒方信行君 田島勝明君 福田俊郎君 

 大鳥居 宏君  

地区大会出席の皆様、大変お疲れ様でした。森さんと渡

会さんの報告楽しみにしております。 

 

 永田武義君 

先週はハッピーバースデーの歌をうたっていただきあ

りがとうございました。11月11日で67歳になります。あ

と10年は現役で頑張りますので、これからもどうぞよろ

しくお願い申し上げます。峯幹事、今日のクラブ協議会

ご苦労さまです。 

 

 湯口純二君 

先日は結婚記念日のきれいな花を贈っていただき、あり

がとうございました。又、地区大会へ往復送迎していた

だいた深堀君に感謝申し上げます。 

 

 富田耕司君 

母が大変お世話になりました。ありがとうございます。 

10月18～24日に記録的なオンライン寄付  

   

 10月18～24日の週、およそ280万米ドルのオンライン

寄付がポリオ・プラスに寄せられました。10月24日の世

界ポリオ・デーにちなみ、この週ロータリー財団は、100

ドル以上のオンライン寄付に限り、ポール・ハリス・フェ

ローの認証ポイントを2倍にするという初の企画を実施

しました。    

 その結果、オンライン寄付が記録的な増加を見せまし

た。2010年1月から9月までのポリオ・プラスへのオンラ

イン寄付が660,000ドルだったことから、今回の記録が

いかに大きかったかがわかります。   

 10月27日現在、ロータリアンは、「ロータリーの2億ド

ルのチャレンジ」に向けて約1億5千万ドルを拠出しまし

た。これらの寄付は、ビル・アンド・メリンダ・ゲイツ

財団からロータリーに贈られた3億5,500万ドルの補助

金に応え、ロータリーが独自に2億ドルを拠出するとい

う目標の達成に大きく役立つものです。補助金を合わせ

た総額5億5,500万ドルは、現在もポリオが蔓延し、子ど

もたちが身体障害に苦しんでいる発展途上国でのポリ

オ予防接種キャンペーンを直接支援します。 

 
クラブ・地区と 

RIの会員データベースの統合が可能に 

   

 国際ロータリーの新しい「OneRotary」データベース統

合推進計画により、ロータリー・クラブと地区は、それ

ぞれのデータベースを直接RI世界本部が管理する会員

データベースとつなげることができるようになりまし

た。  

 OneRotaryは現在、ClubRunnerを使っているクラブと

地区にご利用いただけます。ClubRunnerは、このような

データ統合を提供した初めての会社です。同社はRIと協

力し、技術面でのガイドラインを作成しています。さら

に、このほか数社のデータベース管理会社も、今後

OneRotaryの統合に参画する見込みとなっています。統

合の可能性に関する詳細は、クラブと地区が利用してい

るデータベース管理会社に直接お問い合わせください。  

OneRotaryによって、クラブ・地区とRIとの連絡が簡単に

なるだけでなく、クラブ・地区をサポートするための情

報の質が高まると期待されています。例えば、クラブ会

員の連絡先がクラブのデータベース上で変更された場

合には、その情報が自動的にRIのデータベースにも反映

されることになります。この統合により、入力データの

重複が避けられると同時に、ロータリー・クラブの半期

報告書がさらに正確なものとなります。  

 統合への参加は任意です。クラブと地区は引き続き自

立性を保ち、いつでもOneRotaryに参加したり、参加を止

めることができます。   

 クラブと地区のデータベース管理会社がOneRotaryへ

の統合を提供していない場合は、RIが今後の方法につい

てアドバイスをします。 

 詳細は、Eメール（contact.center@rotary.org、英語

のみ）にてお問い合わせください。 

 

 本日の合計 28,000円     累計 466,000円 本日の合計 27,000円     累計 892,000円 本日の合計 53,000円     累計 100,000円 本日の合計 33,000円     累計 305,000円 本日の合計 28,000円     累計 482,000円 本日の合計 41,000円     累計 580,000円 

クラブ会報委員会 委員長 / 須田 昇   委員 / 日高省三  森  豊  蒲池芳明  （記事担当者 須田 昇） 


